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(参考)あいちデジタルヘルスプロジェクトについて 

 

１ 経緯・目的 

 ○ 2021年５月、「あいちオレンジタウン構想」（2017年９月策定）に基づき、国立研

究開発法人国立長寿医療研究センター（大府市、以下「長寿研」という。）を中核と

した産学官連携による共同研究やスタートアップ等との連携による新たなビジネス

モデルの創出支援事業を開始。 

〇 2022 年 12 月、長寿研及び民間事業者４社とともに、デジタル技術等を活用し、

県民の健康寿命の延伸と生活の質の維持・向上に貢献する各種サービス・ソリュー

ションの創出を目指す「あいちデジタルヘルスプロジェクト」の立ち上げに向け、

連携協定を締結。 

〇 2023年９月、連携協定を締結した６者に、このプロジェクトに賛同する企業や研

究機関・大学、基礎自治体等を加えた計 33者が発起人となり、「あいちデジタルヘ

ルスコンソーシアム」を発足。 

〇 2024年３月、あいちデジタルヘルスプロジェクト基本計画を策定。 

 

「あいちデジタルヘルスコンソーシアム」会員一覧（2025年６月１日現在 87者） 

 

 

２ 具体的な取り組み 

○ 「あいちデジタルヘルスコンソーシアム」を推進母体として、「（１）デジタルヘ

ルス社会実装先行事業」、「（２）デジタルヘルス共創促進事業」及び「（３）デジタ

ルヘルス社会実装・共創基盤構築事業」の３つの取組を実施。 

（１）デジタルヘルス社会実装先行事業 

○ 早期に社会実装を図る７つのテーマについて、産学官の連携による研究開発や

実証実験に着手し、2028年度までの社会実装に向けた取組を推進。 
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（参考）社会実装先行事業の７つのテーマ 

【柱①】 

フレイルへの 

進行予防 

１. ライフログデータを活用した総合的な高齢者支援 

２. PHRを活用した予防運動プログラム 

３. デジタル食事改善プログラム 

【柱②】 

生きがいづくり 

４. オンラインを活用した高齢者の社会的交流支援 

５. 一人暮らし高齢者向けの外出・交流支援 

【柱③】 

地域居住・ 

生活支援 

６. 音声対話ツールを活用した高齢者の ICTへのアクセシビリティ向上 

７. 対話型ツールを用いた健康・生活機能の持続的なモニタリング 

 

（２）デジタルヘルス共創促進事業 

○ 先行事業の７テーマに続く新たなサービスの創出に向け、３つの新たなテーマ

を選定し、実証事業を支援。 

○ 新たなテーマの創出等に向けた相談窓口の設置や、会員間の交流・共創を図る

イベント等の開催。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）デジタルヘルス社会実装・共創基盤構築事業 

○ オンラインによる効果的なサービス・ソリューションの提供や、県民のライフ

ログデータを活用した新たな価値創出を目指すため、以下の取組を実施 

（ア）サービス・ソリューションを県民に提供するポータルサイトの構築・運用 

（イ）ポータルサイトから得られた各種データを活用し、サービス間連携や各デー

タ間の連携による新たな価値の創出を図る「データ連携基盤」の構築・運用 

 

 

 

 

 

 


